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第４回
定例会

　

平
成
22
年
第
４
回
定
例
会
を
12
月
10
日
〜
17
日
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
議
会
は
、
議
案
６
件
、
議
員
発
議
１
件
、
意
見
書
３
件
、
請
願
７
件
を
審
議
し
ま
し
た
。

　

結
果
は
、
議
案
６
件
・
意
見
書
３
件
を
可
決
、
請
願
３
件
を
採
択
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
11
月
26
日
に
臨
時
会
を
開
催
し
、
議
案
３
件
・
議
員
発
議
１
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
（
詳
し
い
内
容
は
、
４
・
５
・
８
ペ
ー
ジ
を
参
照
下
さ
い
）

阿恵大池の追加工事（議案第74号）
　整備事業の請負価格が低く落札されたので、その減額分をため池周辺法

のりめん

面ブ

ロックマット敷きの工事を池に水張りする前に工事変更して追加工事を行います。

○契約金額　31,212,300円を増額して

　　　　    136,173,450円に変更する

固定資産評価員の設置（議案第71号、72号）
　固定資産評価員は町長の、固定資産を適正に評価し価格決定を補助

するために、歴代の収入役が兼ねていました。現在は元の収入役の松

永孝志氏が引き続き担当していますが、収入役制度の廃止（平成21年）

など身分や報酬について規定する必要が出てきたので、条例を制定し

ました。

○身分は特別職で、非常勤

○報酬額は年額16,000円（平成23年４月１日より実施）

主　な　議　案

阿恵大池公園の追加工事場所

町道

農地

住
宅ゴ

ル
フ
場
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　待機児童解消を図るため、今年度に引き続き福岡

県子育て応援基金・保育所緊急整備事業の補助金が

23年度まで延長されることと、中央保育所の老朽

化もあり、町は計画を進めていきたいと説明があり

ました。

　12月議会開会２日前に、町執行部より突然説明

されることは、町議会や、保育所関係者や、保護者

に対する、責任ある行政のあり方とはいえません。

　今後以下の争点で、議会として町民の方の意見を

聞きながら、町との協議を行ないます。

計画の必要性（町側）
○施設の老朽化のため（昭和54年建設、築31年）

○待機児童を減少させるため

○建設資金が安いため

　私立の場合、町は12分の１（国・12分の８、法人・12分の３）になり、

　建設費が、２億４千万円の場合、町は２千万円負担で良い

計画に対する主な意見（議会側）
○待機児童解消のためには、町立保育所を存続さ

　せて、国の補助金を活用し、新たに私立保育所

　を増設する

○民営化して定数を増やし、待機児童を減らす

　なら国の補助金がでるので納得できる

○町立大川保育所が民営化され、保育士の雇用

　や保育内容が検証されていない

○今後、幼保一元化の取り組みも検討中であり、

　見通しがついて具体化すべき

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○ 待機児童は私立が多く、民営化はニーズに合っ

た方向だ

12月８日の厚生常任委員会と、12月10日の議員全員協議会で計画の説明

町立中央保育所を民営化!!
平成25年度４月開園で計画（案）!!

また
突然

認可保育所数
定数 入所児童数 入所率 待機児童数

町立 私立
粕屋町 ４ ２ 725 800 110％ 117

志免町 ４ ３ 750 793 106％ 0

年度 18年 19年 20年 21年 22年
待機児童数 40 32 33 47 117

粕屋町と志免町の比較（平成22年4月1日現在）

待機児童の推移(各年４月１日現在)� （人）

中央保育所

※平成23年４月から大川保育所が民営化されます

生活発表会
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議
員
の
期
末
手
当
減
額（
発
議
３
号
）

11
月
臨
時
会

12
月
定
例
会

　11
月
の
臨
時
会
に
て
発
議
３
号
を
可
決

し
、
職
員
と
共
に
痛
み
を
分
け
合
う
こ
と
に

な
っ
た
ば
か
り
。

　議
員
報
酬
は
、
人
事
院
勧
告
を
参
考
に
、

「
社
会
情
勢
・
財
政
状
況
・
議
員
定
数
・
周

辺
自
治
体
の
動
向
」を
考
慮
し
て
、
条
例
の

改
正
を
行
う
べ
き
。

　よ
っ
て
、
12
月
の
定
例
会
に
て
発
議
４
号

は
、
否
決
す
べ
き
と
判
断
し
た
。

議
員
運
営
委
員
会
で
の
審
議

否 

決 

（
全
員
一
致
）

　人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
、
一
般
職
及
び
特
別
職
の
給
与
改
定
に
準

じ
て
、
議
員
報
酬
を
「
社
会
情
勢
・
周
辺
自
治
体
の
動
行
・
職
員
に

対
し
痛
み
を
分
か
ち
合
う
べ
き
観
点
か
ら
」
減
額
す
る
発
議
を
３
常

任
委
員
長
名
で
提
出

公
務
員
に
対
す
る
人
事
院
勧
告
に
な
ら
い
、議
員
報
酬
も
削
減

し
職
員
と
共
に
痛
み
を
分
け
あ
う
べ
き
で
あ
る
。

賛
成

　澁
田

　議
員

本
来
議
員
報
酬
は
人
事
院
勧
告
に
左
右
さ
れ
な
い
。

本
町
の
報
酬
は
他
の
類
似
町
に
比
べ
は
る
か
に
低
い
。

反
対

　川
口

　議
員

議
員
の
期
末
手
当
は
、議
運
に
て
審
議
さ
れ
た
通
り
と
思
い
ま

す
。議
員
報
酬
は
別
途
協
議
す
べ
き
で
す
。

賛
成

　小
池

　議
員

職
員
の
痛
み
に
応
え
る
の
で
あ
れ
ば
今
回
の
削
減
は
少
な
す
ぎ

る
。人
事
院
勧
告
に
よ
る
べ
き
で
は
な
い
。

反
対

　山
𦚰

　議
員

人
事
院
勧
告
に
伴
う
一
般
職
の
減
額
を
承
認
す
れ
ば
我
々
議
員

も
同
じ
く
、痛
み
を
分
か
ち
合
う
べ
き
。

賛
成

　長

　議
員

職
員
の
給
料
、及
び
、期
末
手
当
減
額（
議
案
66
号
）

議
員
の
期
末
手
当
減
額（
発
議
４
号
）

「
町
の
税
収
に
貢
献
す
る
者
」
と
「
そ
う
で
な
い
者
」
に
対
し
、

両
者
一
律
の
評
価
制
度
は
問
題
だ
。

反
対

　福
永

　議
員

手
当
て
引
き
下
げ
は
、
公
務
員
と
非
正
規
、
民
間
賃
金
に
否
定

的
影
響
を
与
え
、
経
済
を
冷
え
込
ま
す
。

反
対

　田
川

　議
員

昨
年
と
合
せ
平
均
24
万
８
千
円
も
の
引
下
げ
は
職
員
削
減
の
な

か
勤
勉
意
欲
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。

反
対

　川
口

　議
員

志
免
町
や
宇
美
町
と
比
べ
低
く
、
副
業
や
年
金
が
な
い
若
者
は

議
員
は
で
き
な
い
、
削
減
は
止
め
る
べ
き
。

反
対

　田
川

　議
員

議
会
歳
費
は
今
で
も
少
な
く
、事
務
局
体
制
も
弱
い
。

未
来
へ
の
責
任
を
果
た
す
た
め
に
必
要
な
報
酬
。

反
対

　本
田

　議
員

人
勧
レ
ベ
ル
の
報
酬
協
議
は
意
味
が
な
い
。
議
員
報
酬
を
上
げ

た
い
の
な
ら
、
議
員
定
数
を
半
減
せ
よ
。

賛
成

　因

　議
員

白
熱
し
た
論
戦
！

白
熱
し
た
論
戦
！
　本
来
の
報
酬
は
、
守
ら
れ
る
べ
き
も
の
。

　し
か
し
、
先
の
臨
時
会
で
職
員
の
痛
み
に

応
え
る
と
い
う
理
由
で
減
額
が
決
ま
っ
た
。

　削
減
幅
は
、
１
％
に
も
満
た
ず
、
更
な
る

削
減
が
必
要
と
考
え
る
。

　期
末
手
当
の
計
算
基
準
で
、
基
本
金
額
に

加
算
さ
れ
る
25
％
の
加
算
率
を
廃
止
し
、
人

事
院
勧
告
に
影
響
さ
れ
な
い
議
員
報
酬
に
す

る
た
め
提
案
す
る
。

提
案
理
由

参
考
ま
で
に
…

　
正
職
員（
１
８
１
名
）の

　
平
成
21
年
度
平
均
給
与��

→�

６
０
５
万
円
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11月臨時会 12月定例会

議案名
○�賛成　●�反対

ー�退席　欠�欠席

職
員
の
給
料
、
及
び
、

期
末
手
当
減
額

町
長
・
副
町
長
の

期
末
手
当
減
額

教
育
長
の

期
末
手
当
減
額

議
員
の
期
末
手
当
減
額

（
人
事
院
勧
告
を
適
用
）

議
員
の
期
末
手
当
減
額

（
加
算
率
の
廃
止
）

固
定
資
産
評
価
員
の

報
酬
と
費
用
弁
償
を

適
用
す
る
条
例

固
定
資
産
評
価
員
の
設

置（
町
長
に
代
わ
り
不

動
産
の
査
定
を
行
う
）

阿
恵
大
池
公
園
整
備
の

追
加
工
事

朝
日
区
町
営
住
宅
の

耐
震
工
事

議案番号 66号 67号 68号 発議3号 発議4号 71号 72号 74号 請願4号

所　属
委員会

結果 可決 可決 可決 可決 否決 可決 可決 可決 採択

議場（賛成/反対） 12/2 12/3 13/2 9/6 3/13 16/0 16/0 16/0 12/4

付託先委員会 総務 総務 総務 議運 議運 総務 総務 建設 厚生

総務

安川　俊彦 正 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○

山𦚰　秀隆 副 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○

川口　學 ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○

澁田　順二 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○

本田　芳枝 ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ●

小池　弘基 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○

建設

伊藤　正 正 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○

福永　善之 副 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ●

安河内　利明 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○

八尋　源治 ‐ ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ●

長　義晴 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ●

厚生

向野　正幸 正 欠 欠 欠 欠 ● ○ ○ ○ ○

因　辰美 副 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○

浦元　甫 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○

久我　純治 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○

田川　正治 ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○

進藤　啓一 議長は、採決に加わりません

☆賛否表に記載されていない議案は、全員賛成で可決しました
☆議案名については、わかり易い文言に置き換えしました

ガチンコ対決、議員の意見が違うのは当たり前！

町や議員の提案に、賛否両論！
11月臨時会、及び、12月定例会における、主な議案に対する各議員の賛否結果一覧

議員期末手当はどうなるの？
（現行額から、発議３号と発議４号の違いについて説明）
①月額報酬　②期末手当　③年収

現行の議員報酬体系は、
① ￥272,000/月×12カ月＝￥3,264,000
② ￥272,000/月×1.25(加算率）×3.05カ月＝￥1,037,000
③ ①＋②＝￥4,301,000

発議３号を適用すると、
① ￥272,000/月×12カ月＝￥3,264,000
② ￥272,000/月×1.25(加算率）×2.95カ月＝￥1,003,000
③ ①＋②＝￥4,267,000

発議４号を適用すると、
① ￥272,000/月×12カ月＝￥3,264,000
② ￥272,000/月×1.00(加算率）×3.30カ月＝￥897,600
③ ①＋②＝￥4,161,600

加
算
率
と
は
…

　
粕
屋
町
職
員
の
加
算
率
は
、
平
成
２
年
の
人
事
院

勧
告
で
公
務
員
の
給
与
を
民
間
の
給
与
実
態
に
合
わ

せ
よ
う
と
の
趣
旨
で
適
用
。

　
粕
屋
町
議
会
議
員
の
加
算
率
は
、
平
成
３
年
１
月

１
日
よ
り
適
用
。

　
議
員
報
酬
に
関
す
る
条
例
に
て
、
期
末
手
当
額
は
、

議
員
報
酬
月
額
に
１
２
５
％
の
加
算
率
を
掛
け
、
そ

れ
に
支
給
月
数
を
掛
け
て
い
ま
す
。
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今年度の委員会別視察研修　　（日程・経費など）

議員視察に
ついての
詳しい報告が
ほしい

視察研修が何を目的とし、議会活動にどのように
活かされたのかという視点からまとめてみました。

委員会名 月・日 人　数 費用（円）

総務常任委員会 ７月13日～ 14日
議員７名、担当課・
議会事務局（計９名） ￥518,895

厚生常任委員会 ８月４日～５日
議員５名、担当課・
議会事務局（計８名） ￥615,214

建設常任委員会 ８月24日～ 25日
議員５名、担当課・
議会事務局（計７名） ￥516,880

議会運営委員会 11月18日～ 19日
議員７名、
議会事務局（計８名） ￥564,120

議会活性化
特別委員会

10月14日
～ 15日

議員14名、
議会事務局（計16名） ￥1,128,400

ボタ山開発
特別委員会

10月25日
～ 26日

議員９名、担当課・
議会事務局（計11名） ￥760,265

交通・九大跡地
特別委員会

11月９日
～ 10日

議員８名、担当課・
議会事務局（計10名） ￥702,400

合　　計 ￥4,806,174

①�議会の活性化に向けて議員全員の改革意識の啓発を行う。
②先進自治体の取り組みを参考に今後の議会活動に活かす。

○�埼玉県杉戸町です(人口・議員定数・年間予算額など本町と規模的に類似した自治体)
○活性化実施議会における取り組みの経緯と運営方法を学びました。
○改革項目と検討結果を検証するためです。
○議会基本条例の制定に至った経過と現状について
○全国町村議長会館にて高田総長より活性化の総括的な講義をうける。

　先進地での研修を参考に本町の議会活性化方策の検討を進めていきます。
○議会活性化小委員会(８名)毎月１回の開催
○議会活性化特別委員会(17名)毎月１回の開催

議員、議会の活性化を目指して
� 議会活性化特別委員会

目　的

訪問地・視察内容

議会活性化にどう活かすのか
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①自然を生かした公園化　　②公園整備の手順　　③国・県の補助金を受けるためには

○有馬富士公園（兵庫県三田市）
　�多様化するレクリエーション需要に応えるため平成13年開園された都市公園です。
　�人と自然が触れ合う「自然休養型の文化公園」をテーマで整備され、「県民の参画と協働」によ
る公園運営が図られています。
○神戸市立農業公園（兵庫県神戸市）
　�ブドウの栽培からワインの醸造を市が一部資金を拠出し、レクリエーション施設として農業
振興施策の一環として運営されています。

　今後とも３町推進協議会（粕屋・志免・須恵）で良案を提案し検討します。

①議会活性化への取り組みと方向性について

○岐阜県北方町です。
　�北方町は平成20年８月に議会運営委員会で議長が「議会基本条例に関する要望」を提案し、平
成21年12月議会で賛成多数にて可決し制定した町です。
○愛知県東浦町です。
　�東浦町は平成18年６月に議長の諮問機関が各４会派へ「町議会の制度・運営に関する検討委
員会」を議会総会で決定したが、町民の声を聞くことに条例は必要なのか、また自由な議会活
動を阻害するなどの問題から継続審査となりました。

　平成22年９月に議員全員の会議において、町民に信頼される議会を目指して『議会基本条例』
制定の必要性の検討に入りました。

　市の都市計画整備事業の調査
①名護市は、土地区画整理組合の活用　　②那覇市は、独立行政法人「都市再生機構」の活用

　訪問地は沖縄県名護市と那覇市です。
○�名護市の開発計画は名護市役所を中心とした土地区画整理組合の活用で、開発面積は80.2ha・
総事業費は95億2,400万円で地権者は370名・施工期間は平成４年～平成24年３月まで。
○�那覇市の開発計画は都市再生機構（ＵＲ都市再生機構）の活用で、開発面積は214ha・総事業
費は1,110億円で地権者は1,700名・施工期間は平成４年～平成17年１月まで。

　九州大学農場の跡地23�haの開発を粕屋町のさらなる発展のため、さまざまな事業計画を検討
し、都市計画マスタープランに沿った、本町にふさわしい開発事業実現に役立てます。

憩いとふれあいのあるボタ山開発
� 国鉄志免炭鉱ボタ山開発特別委員会

町民に信頼される議会を目指す
� 議会運営委員会

10年後に迫る九州大学農場跡地の有効活用
� 交通対策及び九州大学農場跡地対策特別委員会

目　的

目　的

目　的

訪問地・視察内容

訪問地・視察内容

議会活動にどう活かすのか

議会活動にどう活かすのか

議会活動にどう活かすのか

訪問地・視察内容
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議員より提出された意見書

住民より提出された請願書
【継続審査となったものは、引き続き粕屋町議会で審査を継続します】

件　　　名 提出議員 付託委員会
結　　果

委員会 本会議

21世紀型の公共投資の推進による
景気対策を求める意見書

浦元　　甫
山𦚰　秀隆

建設（可決）
賛成：２
反対：１
退席：１

可決

切れ目ない中小企業支援、及び、
金融支援策を求める意見書

浦元　　甫
山𦚰　秀隆

建設（可決）
賛成：２
反対：１
退席：１

可決

ヒト細胞白血病ウイルス１型（HTLV-1）
総合対策を求める意見書

浦元　　甫
山𦚰　秀隆

厚生（可決）
賛成：５
反対：０

可決

件　　　名 提出者 紹介議員
付託

委員会
結　　果

委員会 本会議

朝日区町営住宅耐震工事他
に関する請願

椎　屋　輝　美
(粕屋町朝日区在住)

川口　　學
田川　正治
久我　純治
浦元　　甫

厚生
（採択）

賛成：５
反対：０

賛成：12
反対：  ４

TPP（環太平洋経済連携協定）
への対応に関する請願

粕屋農業協同組合
代表理事組合長
横大路　廣　章

因　　辰美
長　　義晴
川口　　學
田川　正治

建設
（採択）

賛成：３
反対：０
退席：１

採択

地方議会議員年金制度
の廃止を求める意見書

を国へ求める請願

松　井　　　信
岩　井　松ノ助

福永　善之 議会運営 継続審査

後期高齢者医療制度の廃止に
関する意見を求める請願

全日本年金者組合
粕屋支部長

黒　坂　庄　吉

川口　　學
田川　正治

厚生
（不採択）

賛成：１
反対：４

賛成：  ２
反対：14

高齢者の生活実態に見合う
年金引き上げを求める意見書

の採択を求める請願

全日本年金者組合
粕屋支部長

黒　坂　庄　吉

川口　　學
田川　正治

厚生 継続審査

最低保障年金制度の
制定を求める意見書の

採択を求める請願

全日本年金者組合
粕屋支部長

黒　坂　庄　吉

川口　　學
田川　正治

厚生 継続審査

子どもたちの命を守るために
ヒブワクチン、及び、
肺炎球菌ワクチンへの

粕屋町独自の公費助成を求める請願

ふくおか健康友の会
かすや支部

渡　邉　唯　子

久我　純治
川口　　學
向野　正幸
浦元　　甫
田川　正治
小池　弘基
八尋　源治

厚生
（採択）

賛成：５
反対：０

賛成：15
反対：  １

11
人
の
論
客
が
、
粕
屋
町
の
政
治
に
物
申
す
！

【
問
１
】

　「
町
長
が
提
出
す
る
議
案
」や「
議

員
が
提
出
す
る
発
議
」は
、
ど
こ
で

表
決
す
る
の
？

【
答
１
】

　
本
会
議
だ
よ（
議
場
の
中
な
ん
だ
）。

【
問
２
】

　
粕
屋
町
議
会
の
採
決
の
方
法
は
？

【
答
２
】

　
起
立
に
よ
る
採
決
だ
よ
。

【
問
３
】

　
意
見
書
・
請
願
・
陳
情
の
表
決
方

法
は
？

【
答
３
】

　「
議
員
が
発
案
し
た
意
見
書
」や「
住

民
か
ら
提
出
さ
れ
る
請
願
・
陳
情
」に

つ
い
て
は
、
原
則
、
各
常
任
委
員
会

に
付
託
し
て
、
そ
の
委
員
会
で
表
決

さ
れ
た
結
果
が
粕
屋
町
議
会
の
意
思

と
し
て
、
反
映
さ
れ
る
ん
だ
よ
。

【
問
４
】

　【
答
３
】に
原
則
と
あ
る
け
ど
？

【
答
４
】

　
原
則
は
各
常
任
委
員
会
の
表
決
結

果
が
尊
重
さ
れ
る
簡
易
採
決
方
式
な

ん
だ
が
ね
。

　
そ
れ
で
も
、
議
長
が
本
会
議
で
出

席
議
員
全
員
の
異
議
が
な
い
こ
と
を

確
認
す
る
ん
だ
。

　
そ
の
時
に
異
議
が
あ
る
人
は
、
異

議
の
申
し
立
て
を
す
る
こ
と
が
出
来

る
ん
だ
よ
。

　
例
え
ば
、
今
定
例
会
の
請
願
３
件

は
、
各
常
任
委
員
会
で
採
択
、
本
会
議

で
異
議
の
申
し
立
て
が
あ
り
、
出
席
議

員
全
員
の
採
決
を
執
っ
た
ん
だ
。

表
決
方
法
の
ひ
と
口
メ
モ

【
答
４
】の
例
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町
有
バ
ス
に
は

経
費
節
減
の
た

め
に
運
転
手
を
配
置
し
て

い
ま
せ
ん
。

　
そ
の
た
め
、
利
用
ご
と

に
運
転
手
の
人
件
費
を
経

費
と
し
て
予
算
計
上
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、

担
当
者
の
解
釈
や
考
え
方
、

そ
の
時
の
状
況
で
対
応
が

ま
ち
ま
ち
で
す
。

　
稼
働
率
は
と
い
う
と
年

に
38
回
し
か
使
用
さ
れ
て

お
ら
ず
、
事
業
と
し
て
見

直
し
が
必
要
で
は
。

行
政
が
行

う
業
務
の

た
め
に
あ
る
の
で
回
数

に
こ
だ
わ
る
必
要
は
な

い
の
で
す
が
、
稼
働
率
を

上
げ
て
有
効
利
用
を
図

る
こ
と
も
大
切
で
す
。

運
転
手
が
い
な

く
な
っ
た
こ
と

か
ら
バ
ス
の
利
用
が
難

し
く
な
り
ま
し
た
。

　

老
朽
化
の
こ
と
も
あ

り
、
根
本
的
に
考
え
る
時

期
に
来
て
い
ま
す
。

運
転
手
不
在
の
町
有
バ
ス
の
稼
働
率
は

�

町
長
／
基
本
的
に
考
え
直
さ
な
い
と
い
け
な
い

防犯灯の地元負担が増えている
� 総務部長／来年度の当初予算で検討します

最
近
の
2
回
の

住
民
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
で
防
犯
灯
に
対
す

る
住
民
の
強
い
要
望
が
あ

り
ま
し
た
。

　
5
年
間
の
決
算
の
流
れ

を
見
て
み
る
と
電
気
代
の

地
元
の
負
担
が
増
え
て
い

る
の
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
な
ぜ
設
置
が
進
ま
な
い

の
か
、
補
助
金
の
出
し
方
、

環
境
や
経
済
を
考
慮
し
た

新
設
の
あ
り
方
、
ま
た
通

学
路
や
商
工
会
へ
の
配
慮

な
ど
再
検
討
す
る
時
期
に

来
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
の
方
針
は
。

設
置
数
が

増
え
て
い

る
の
に
補
助
額
が
増
え

て
い
な
い
の
が
現
状
で

す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
の
防
犯
灯
の

件
は
承
知
し
て
い
ま
す
。

安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
の
方
策
と
し
て
総
合

計
画
に
も
反
映
で
き
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

本
田

町
長

本田　芳枝 議員

＊５年間で181基増設

待機中の町有バス

電気代補助金と設置数の推移 総
務
部
長

○�

学
校
図
書
館
の

　

充
実
を

○�
阿
恵
大
池
公
園

　

の
整
備
に

　

た
め
池
の
歴
史
を

その他の質問

年度 設置数（新設数） 補助金予算（万円） 補助金決算（万円）

H17 1,627（39） 500 498
H18 1,658（31） 〃 492
H19 1,684（26） 〃 484
H20 1,714（32） 〃 491
H21 1,768（53） 〃 496

本
田

総
務
部
長

町
長
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①
自
己
責
任
に

　

任
せ
る
考
え

　

は
、
適
切
で
な
い
。

②�

将
来
世
代
の
意
見
と
し

て
中
学
生（
参
照
）か
ら

話
を
聞
い
て
い
る
が
、

福
祉
に
つ
い
て
は
意
見

が
出
に
く
い
。

③�

今
後
は
そ
う
い
う
こ
と

も
考
慮
す
る
。

参
照

　
中
学
生
未
来
会
議
の
こ
と

(

直
近
の
会
議
は
平
成
20
年
２
月)

①
粕
屋
町
の
福

　
祉
の
あ
り
方

　 

は
、「
多
少
の
負
担
を

し
て
も
安
心
で
き
る
社

会
」と「
負
担
を
少
な
く

し
て
自
己
責
任
に
任
せ

る
社
会
」の
ど
ち
ら
か

② 

現
役
世
代
の
給
料
は
下

降
線
で
、
社
会
保
障
負

担
は
上
昇
傾
向
だ
。

　 

　
福
祉
に
払
う
お
金
に

つ
い
て
、
将
来
世
代
は

今
の
町
政
に
文
句
が
言

え
な
い
が

③ 

中
学
生
に
は
酷
か
も
し

れ
な
い
が
、
収
入
の
範

囲
内
で
予
算
を
組
む
、

と
い
う
条
件
で
の
議
論

を
さ
せ
て
い
る
か

現
代
社
会
が
要
請
し
て
い
る
政
治
家
と
は

�
町
長
／
粕
屋
町
が
目
指
す
方
向
へ
、
か
じ
取
り

世代間負担格差、社会保障費
� 町長／大変難しい問題

①
政
治
家
は
、

　
耳
の
痛
く
な

　
る
こ
と
、
を
発
信
し
て

　
い
く
べ
き
と
思
う
が

② 「
お
金
が
な
い
か
ら
出

来
ま
せ
ん
」と
い
う
勇

気
が
必
要
で
は

③ 

ヒ
モ
付
き
補
助
金
廃
止

に
よ
る
、
一
括
交
付
金

化
へ
の
対
応
は

④ 

政
治
家
に
と
っ
て
、
一

括
交
付
金
化
は
、
事
業

権
限
と
責
任
が
伴
い
、

や
り
甲
斐
が
あ
る
と
思

う
が

⑤ 「
出
来
な
い
」と
否
定
的

言
葉
を
発
す
る
政
治
家

を
、
現
代
社
会
は
要
請

し
て
い
な
い
と
思
う
が

①
町
民
の
前
で

　

い
い
た
い
こ

　
�

と
、
等
、
色
々
あ
る
が
、

誤
解
が
な
い
よ
う
に
発

言
す
る
。

②�

23
年
度
予
算
要
望
は
、

約
16
億
円
の
歳
出
オ
ー

バ
ー
で
す
。

③�

危
惧
す
る
こ
と
ば
か
り
、

前
向
き
に
捉
え
ら
れ
な

い
。

福永　善之 議員

議員必携より抜粋
政治家の要素として、

　故ケネディー米国大統領は、政治家と

して一番大事なことは「勇気」であると。

　勇気なくして、思い切って発言し、行

政や住民に訴えて説得し指導することは

出来ない。

町
長

町
長

国税庁　民間給与の統計

年度 平均年間収入（万円）

19 437.2

20 429.6

21 405.9

④�

今
迄
の
私
の
手
法
は
、

国
・
県
か
ら
の
補
助
金

に
頼
っ
た
運
営
が
殆
ど
。

⑤
私
の
正
念
場
で
す
。

福
永

福
永
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Ｊ
Ｒ
踏
切
と
長
者
原
周
辺
の
交
通
対
策

農
地
に
指
定
さ
れ
た
土
地
評
価
は
ゼ
ロ

�

都
市
政
策
部
長
／
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
実
現
に
向
け
努
力
す
る

�

都
市
政
策
部
長
／
簡
単
に
見
直
し
は
で
き
な
い

使用されない原町のバスカット
� 都市政策部長／県職員が交渉しても無理

①
粕
屋
町
の
将

来
の
た
め
に
も
、

　 

粕
屋
町
中
心
部
の
交
通

渋
滞
緩
和
を
進
め
る
こ

と
は
住
民
の
願
い
で
す
。

　 

　
交
差
す
る
Ｊ
Ｒ
篠
栗

線
と
長
戸
～
駕
与
丁
に

向
か
う
県
道
24
号
線
の

改
良
計
画
は
あ
る
の
か

農
家
は
、
自
分

の
土
地
で
あ
り

な
が
ら
、
行
政
の
区
域
設

定
に
よ
り
、
自
由
に
活
用

で
き
な
い
。

　
利
便
性
の
良
い
地
域
で

も
、
農
業
意
外
に
利
用
で

き
な
い
土
地
は
買
う
人
も

い
な
い
。

② 

工
事
費
は
い
く
ら
な
の

か
①�

渋
滞
緩
和
策
と
し
て
、

以
前
、
Ｊ
Ｒ
の
立
体
化

を
県
よ
り
調
査
さ
れ
ま

し
た
。

　

�　

そ
の
結
果
、
膨
大
な

　
更
に
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
関
税

撤
廃
に
な
る
と
、
農
地
の

権
利
書
は
紙
ク
ズ
に
な
る
。

　
行
政
は
個
人
の
財
産
に

ま
で
、
立
入
ら
な
い
方
が

い
い
と
思
う
が
、
撤
廃
の

考
え
は
。

　

福
岡
都
市
計
画
区
域
内

に
入
っ
て
お
り
、
厳
し
い

線
引
き
で
、
簡
単
に
は
見

直
し
出
来
ま
せ
ん
。

　

住
み
よ
い
町
づ
く
り
を

進
め
る
に
は
、
区
域
設
定

が
必
要
で
す
。

原
町
の
バ
ス

カ
ッ
ト
面
積
は
、

２
１
３
㎡
、
購
入
価
格
は

５
，
７
８
０
万
円（
１
坪

90
万
円
）で
用
地
買
収
さ

れ
て
い
る
。

　
渋
滞
緩
和
策
で
バ
ス

カ
ッ
ト
を
作
っ
て
お
き
な

が
ら
使
用
し
て
い
な
い
の

は
、
税
金
の
無
駄
遣
い
で

あ
る
。

　
２
年
前
も
指
摘
し
た
が
、

全
く
改
善
さ
れ
な
い
の
は

何
故
か
。

　

交
渉
を
致
し
ま
し
た
が
、

非
常
に
難
し
い
条
件
が
出

さ
れ
、
粕
屋
町
に
と
っ
て

テ
ー
ブ
ル
に
乗
る
べ
き
で

は
な
い
と
判
断
し
、
バ
ス

停
移
転
を
断
念
し
ま
し
た
。

工
事
費
と
周
辺
の
土
地

利
用
の
面
か
ら
取
り
や

め
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

�　

町
の
計
画
は
、
35
号

線
の
門
松
と
東
環
状
線

（
扇
橋
～
広
田
）に
通
過

車
両
を
回
す
計
画
で
す
。

②�

当
時
、
25
億
円
と
い
う

返
事
が
あ
り
ま
し
た
。

因　辰美 議員

原町バス停の風景

都
市
政
策
部
長

都
市
政
策
部
長

因

因因

都
市
政
策
部
長
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含
め
、
国
の
２
分
の
１
の

補
助
金
を
活
用
し
公
費
助

成
を
す
べ
き
で
す
。

大
変
厳
し
い
財

政
状
況
で
す
が

国
の
交
付
金
を
活
用
し
た

い
。

　

対
象
者
の
方
は
積
極
的

に
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

　

糟
屋
地
区
市
町
長
会
で

協
議
を
行
な
い
ま
す
の
で
、

子
供
の
細
菌
性

髄
膜
炎
の
患
者

数
は
毎
年
千
人
以
上
で
、

ヒ
ブ
菌
患
者
の
５
％
が
死

に
至
り
、
20
％
が
重
い
後

遺
症
が
残
り
、
世
界
保
健

機
構
は
１
９
９
８
年
に
全

て
の
国
に
接
種
を
勧
告
し

ま
し
た
。

　
肺
炎
で
高
齢
者
が
年
間

８
万
人
死
亡
し
て
い
ま
す
。

子
宮
頸
ガ
ン
ワ
ク
チ
ン
を

町に複合的な障害者施設の建設を
� 町長／三つ葉の里を責任もって実現したい

病
院
の
窓
口
負
担
の
減
免
制
度
を

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
と
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
助
成

町
長
／
粕
屋
地
区
の
市
町
長
会
の
動
向
を
見
て

�
町
長
／
国
の
交
付
金
を
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
活
用
し
た
い

現
在
、
国
保
の

滞
納
者
で
正
規

の
保
険
証
を
も
た
な
い

人
が
７
４
１
世
帯
い
て
、

３
ヶ
月
と
６
ヶ
月
し
か
使

え
な
い
短
期
保
険
証
の
方

が
い
ま
す
。

ク
リ
ス
マ
ス
会

で
会
長
さ
ん
は
、

「
子
供
も
年
を
と
り
、
親

も
年
を
と
り
老
老
介
護
、

早
く
子
供
達
が
寝
泊
り
で

き
る
施
設
を
」と
切
実
に

訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
私
も
町
議
会
で
何
度
か
、

粕
屋
町
に
施
設
の
建
設
を

提
案
し
て
き
ま
し
た
。

　
町
長
も
、
町
に
障
が
い

者
の
複
合
的
施
設
を
造
り

た
い
と
答
弁
さ
れ
て
い
ま

す
。
是
非
実
現
を
。

青
木
会
長
か
ら
、

篠
栗
町
の
三
つ

葉
の
里
を
充
実
さ
せ
て
欲

し
い
と
、
強
く
要
望
が
あ

り
ま
す
の
で
、
私
も
責
任

を
持
っ
て
実
現
し
た
い
。

　

ま
た
、
町
内
の
施
設
が

狭
い
、
不
便
と
い
う
こ
と

な
ど
を
聞
い
て
い
ま
す
の

で
、
今
後
話
を
聞
い
て
い

き
た
い
。

　
こ
の
方
達
は
、
保
険
料

を
滞
納
す
る
状
況
で
す
の

で
、
生
活
も
厳
し
く
医
療

費
も
負
担
に
な
り
、
病
院

に
行
け
ま
せ
ん
。

　
病
院
で
の
窓
口
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
、
町
に
減

免
制
度
を
早
急
に
創
設
す

る
こ
と
を
求
め
ま
す
。

　

近
隣
市
町
の
動
向
や
後

期
連
合
と
の
整
合
性
を
図

り
な
が
ら
要
綱
を
検
討
し

田
川

田
川

田
川

町
長

町
長

病院の診察風景

○�

後
期
高
齢
者
医

療
制
度
の
廃
止

を
○�

住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
制
度
の
創
設

を

その他の質問

田川　正治 議員

今
し
ば
ら
く
待
っ
て
い
た

だ
き
た
い
。

た
い
。

町
の
国
保
税
は

担
税
能
力
を
超

え
、
医
療
費
の
支
払
い
は

県
内
で
５
番
目
、
医
療
費

の
捻
出
を
い
か
に
し
て
い

く
か
が
あ
る
。

住
民
福
祉
部
長

町
長
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①
他
町
と
比
較

　
す
る
と
定
住

　 

率
が
著
し
く
悪
い
。

　
　
原
因
の
調
査
分
析
は

　
さ
れ
た
の
か

② 

定
住
率
ア
ッ
プ
及
び
環

境
・
教
育
・
福
祉
な
ど

併
用
し
バ
ラ
ン
ス
の
取

れ
た
町
づ
く
り
の
た
め

に
は
、
未
来
を
見
据
え

て
の
モ
デ
ル
地
域
の
設

置
を
。

　
　
他
に「
町
づ
く
り
条

　
例
制
定
」な
ど
は

③ 

地
方
主
権
に
向
け
、
行

政
と
し
て「
町
民
所
得

倍
増
計
画
」が
今
後
必

要
と
考
え
る
が

①
転
入
、
転
出

　

が
多
い
の
は

①
自
ら
の
家
族
、

　
町
を
大
切
に

　 

思
い
、
健
康
な
子
ど
も

達
を
世
に
送
り
出
す
た

め
に
は
、
個
々
の
私
設

教
育
方
針
だ
け
で
な
く

町
と
私
設
と
の
教
育
理

念
に
つ
い
て
の
協
議
を

② 

民
営
化
に
よ
り
保
育
所

の
建
物
は
法
人
に
登
記

さ
れ
る
た
め
、
町
所
有

地
の
所
有
権
を
侵
害
さ

れ
る
恐
れ
が
あ
る
。

　 

　
仮
登
記
設
定
又
は
、

　

�

承
知
し
て
い
る
。

　

�　

原
因
を
分
析
し
て
い

な
い
が
定
住
率
の
向
上

に
つ
い
て
は
、
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
の
中
で
反

映
し
て
い
き
た
い
。

③�

今
後
の
課
題
と
し
て
捉

え
て
い
る
。

　

�　

今
後
協
議
し
て
い
き

た
い
。

②�

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
な
ど
の
計
画
に

沿
っ
た
土
地
利
用
を
し
、

定
住
性
を
高
め
る
た
め

地
区
計
画
や
建
設
協
定

な
ど
の
手
法
を
用
い
、

ゆ
と
り
あ
る
質
の
高
い

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

ま
す
。

定
期
借
地
契
約
な
ど
の

必
要
性
は

①
選
考
時
点
で

　

法
人
と
協
議

　

�

し
て
い
る
し
話
も
し
て

お
り
ま
す
。

②�

契
約
書
等
で
対
処
し
て

い
き
ま
す
。

保
育
所
民
営
化
、
町
の
方
針
は
い
か
に

�

町
長
／
選
考
時
点
で
法
人
と
協
議
し
て
い
る

バランスの取れたまちづくり！
� 町長／今後の課題として捉えている

八尋　源治 議員

都
市
政
策
部
長

都
市
政
策
部
長

町
長

町
長

八
尋

八
尋

粕屋町都市計画
マスタープラン

保育所の運動会
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特
に
小
、
中

学
校
に
お
い

て
は
、ト
イ
レ
、シ
ャ
ワ
ー

室
に
つ
い
て
マ
イ
ナ
ス
イ

メ
ー
ジ
が
あ
り
、
学
校
で

は
３
日
以
上
便
が
出
な
い

子
供
が
20
％
お
り
、
ま
だ

ト
イ
レ
は
臭
い
、
汚
い
と

い
う
感
が
あ
り
ま
す
の
で

そ
の
払
拭
の
た
め
、
ト
イ

レ
、
シ
ャ
ワ
ー
室
の
改
修

整
備
は
検
討
い
た
し
ま
す
。

下
位
と
さ
れ
て
い
る
。

　
町
民
に
開
か
れ
た
明
る

い
町
政
は
誰
も
が
望
ん
で

い
る
。

　
改
善
方
を
求
め
ま
す
。

10
月
よ
り
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
で

町
長
交
際
費
等
も
公
表
す

こ
の
た
び
市
民

オ
ン
ブ
ズ
マ
ン

が
60
市
町
村
を
対
象
に
情

報
公
開
条
例
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
に
よ
る
ラ
ン
キ
ン
グ

を
発
表
し
た
。

　
そ
れ
を
み
る
と
町
は
61

自
治
体
の
中
で
42
番
目
の

情
報
公
開
で
透
明
性
の
高
い
行
政
を

�

町
長
／
更
な
る
改
善
に
つ
と
め
る

多
目
的
ト
イ
レ

（
身
障
者
用
）は

東
中
に
は
各
階
毎
に
あ
り

ま
す
が
、
大
川
小
、
仲
原

小
は
１
ヶ
所
も
な
い
。

　
中
央
小
、
西
小
、
粕
屋

中
に
は
、
一
階
に
し
か
設

置
さ
れ
て
い
な
い
。

　
ま
た
、
保
健
室
の
温
水

シ
ャ
ワ
ー
「
緊
急
用
替
え

着
」は
粕
屋
中
だ
け
未
整

備
で
、
仲
原
小
・
西
小
の

学
童
保
育
所
に
は
シ
ャ

ワ
ー
室
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
教
育
の
公
平
性
か
ら
み

て
も
早
急
な
対
応
を
求
め

ま
す
。

「臭い汚い暗い」３Ｋトイレの改修を
� 教育長／マイナスイメージの払拭を図りたい

川口　學 議員

に
35
度
を
越
す
日
が
続
き
、

今
で
は
、
小
中
学
校
の
冷

房
設
備
は
国
の
補
助
制
度

も
あ
り
急
速
に
広
が
っ
て

い
ま
す
。

　
小
学
校
か
ら
順
次
冷
房

設
備（
扇
風
機
で
な
く
）を

す
す
め
ら
れ
た
い
。

今
年
夏
、
小
中

学
校
で
室
内
温

度
調
査
を
22
日
間（
午
前

午
後
）計
44
回
実
施
、
結

果
約
40
％
の
日
が
適
性
温

度
30
度
以
上
に
達
し
て
い

る
。

　
西
小
、
中
央
小
で
は
35

度
以
上
の
日
が
一
週
間
、

中
央
小
で
は
最
高
温
度
39

度
の
日
も
あ
り
ま
す
。

　
地
球
温
暖
化
で
全
国
的

来
年
度
か
ら

大
型
扇
風
機

の
設
置
と
小
学
校
図
書
室

に
ク
ー
ラ
ー
設
置
を
考
え

て
い
ま
す
が
、
普
通
教
室

は
リ
ー
ス
方
式
等
経
済
的

方
法
が
あ
れ
ば
検
討
し
た

い
。

小
中
学
校
に
冷
房
設
備
を

�

教
育
長
／
前
向
き
に
検
討
し
て
い
き
た
い

教
育
長

教
育
長

町
長

川
口

川
口

川
口

る
な
ど
改
善
を
図
っ
て
い

ま
す
。

　

他
の
町
村
に
負
け
な
い

開
か
れ
た
町
政
に
つ
と
め

ま
す
。

東中学校の多目的トイレ
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あ
っ
て
は
な
ら

な
い
犯
罪
で
持

ち
出
し
禁
止
、
持
ち
帰
り

禁
止
の
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の

紛
失
、
盗
難
、
内
部
告
発

に
よ
る
サ
ー
バ
ー
へ
の
書

き
こ
み「
ウ
ィ
キ
リ
ー
ク

ス
」に
よ
る
軍
事
機
密
の

漏
洩
問
題
、
全
て
人
間
が

や
っ
た
こ
と
で
す
。

　
政
府
も
３
～
４
年
後
に

は
、
税
務
社
会
保
障
の
給

付
、
サ
ー
ビ
ス
分
野
の
利

用
す
る
共
通
番
号
制「
国

民
総
背
番
号
制
」を
活
用

す
る
そ
う
で
す
。

　
個
人
情
報
で
こ
れ
だ
け

問
わ
れ
る
反
面
、
犯
罪
が

多
す
ぎ
ま
す
。

　
起
る
前
の
対
策
や
罰
則

は
。

平
成
21
年

ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
再
築
を
し
ま
し
た
。

　

チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
高

め
る
た
め
、
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
監
査
、
外
部
監
査

を
受
け
て
ま
す
。

　

職
員
の
情
報
の
漏
洩
や
、

不
正
使
用
が
発
生
し
た
時
、

地
方
公
務
員
規
定
、
粕
屋

町
懲
戒
処
分
の
指
針
に

よ
っ
て
厳
正
に
対
処
し
ま

す
。

電
子
化
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
と
罰
則
は

�

総
務
部
長
／
地
方
公
務
員
法
　
粕
屋
町
懲
戒
処
分
す
る

資源ごみ有効利用なぜできないか。
� 町長／行政で有料化を考えます

古
紙
や
古
着
等

の
資
源
ゴ
ミ
と

も
言
え
る
物
が
、
役
場
裏

に
年
間
約
５
０
０
ト
ン
も

集
ま
っ
て
い
る
。

　
そ
れ
を
一
業
者
に
、
無

料
で
わ
た
し
て
る
。

　
お
か
し
い
事
で
あ
る
。

　
財
政
難
の
一
言
で「
補

助
金
」「
助
成
金
」を
毎
年

カ
ッ
ト
し
て
い
る
の
に
。

　
町
が
買
い
上
げ
る
額
で

１
㎏
８
円
で
単
純
計
算
す

る
と
５
０
０
ト
ン
×
８
円

‖
４
０
０
万
円
で
す
。

　
他
町
は
毎
年
入
札
で
業

者
を
き
め
て
買
上

げ
て
も
ら
っ
て
い

る
。

　
少
し
で
も
財
源

を
作
る
事
も
考
え
て
ほ
し

い
も
の
で
す
。

環
境
保
全
思
想

の
普
及
の
一
環

と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
ボ
ッ

ク
ス
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

景
気
の
変
動
で
無
料
と

有
料
の
時
が
あ
り
ま
し
た
。

　

役
場
の
指
示
を
良
く
聞

い
て
く
れ
ま
す
。

　

今
の
世
相
、
毎
年
毎
年

変
っ
て
い
ま
す
。
有
料
化

は
行
政
で
考
え
ま
す
。　

久我　純治 議員

総
務
部
長

町
長

久
我

久
我

役場裏のリサイクル置き場
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年
度
に
建
設
費
の
予
算
計

上
は
見
込
ま
れ
て
い
る
の

か
を
尋
ね
ま
す
。

幼
稚
園
の
建

設
に
は
国
か

ら
の
補
助
金
が
出
な
い
た

め
、
幼
稚
園
の
移
設
計
画

は
断
念
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
40
人
学
級
か

中
央
小
学
校
の

教
室
不
足
が
深

刻
化
す
る
中
、
今
後
35
人
学

級
が
実
施
さ
れ
る
な
ら
、
ま

す
ま
す
小
学
校
の
教
室
不

足
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　
幼
稚
園
を
移
設
し
小
学

校
の
教
室
不
足
を
解
消
す

る
計
画
が
有
っ
た
が
、
新

駐輪場での盗難被害などの管理状況は
� 都市政策部長／自己管理をお願いします

①
相
変
わ
ら
ず

　
盗
難
や
悪
戯

　 

が
多
く
発
生
し
て
い
る

が
、
被
害
状
況
を
把
握

し
て
い
る
の
か

② 

被
害
や
悪
戯
の
減
少
に

向
け
た
対
策
を
何
か

行
っ
て
い
る
の
か

①�

盗
難
は
立
派
な
窃
盗
で

す
。

　

�　

直
接
役
場
に
被
害
届

は
有
り
ま
せ
ん
、
皆
さ

ん
粕
屋
警
察
署
に
被
害

届
を
出
さ
れ
て
い
る
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

�　

問
題
は
、
放
置
自
転

車
が
多
い
こ
と
で
す
。

年
４
回
放
置
自
転
車
の

回
収
を
実
施
し
、
そ
の

際
、
盗
難
車
が
見
つ
か

る
こ
と
も
多
く
有
り
ま

す
。

②�

粕
屋
交
番
と
連
携
を

図
っ
て
、
時
間
を
問
わ

ず
巡
回
を
依
頼
し
て
お

り
ま
す
。

　

�　

ま
た
、
自
転
車
ラ
ッ

ク
な
ど
を
設
置
し
簡
単

に
施
錠
で
き
る
よ
う
し

て
い
ま
す
し
、
役
場
と

し
て
は
、
無
料
に
て
場

所
と
キ
ー
を
提
供
し
て

を
り
、
盗
難
に
関
し
て

は
施
錠
を
二
重
に
す
る

な
ど
の
対
策
を
個
人
で

お
願
い
し
ま
す
。

小池　弘基 議員

中
央
幼
稚
園
の
移
設
計
画
は

�

教
育
長
／
中
央
幼
稚
園
の
移
設
計
画
は
断
念

ら
35
人
学
級
に
と
、
い
よ
い

よ
中
央
小
学
校
を
中
心
に

教
室
が
足
ら
な
い
わ
け
で

す
か
ら
、
来
年
度
、
平
成

23
年
度
に
６
教
室
を
増
築

す
る
計
画
を
進
め
て
お
り
、

来
年
度
の
当
初
予
算
に
建

設
費
を
計
上
し
、
議
会
に

ご
審
議
を
賜
る
予
定
で
す
。

教
育
長

①
購
入
時

　

期
は
平

　
�

成
２
年
で
購
入
金
額

は
９
０
６
万
４
千

円
、
走
行
距
離
は
９
０
，

７
６
６
㎞
で
す
。

②�

購
入
時
以
来
20
年
が
経

過
し
、
か
な
り
ガ
タ
が

来
て
お
り
買
い
替
え
も

含
め
て
こ
の
管
理
規
制

に
つ
い
て
検
討
し
た
い

①
購
入
時
期
と

　
購
入
金
額
、

　
ま
た
走
行
距
離
は

② 

運
行
管
理
規
則
の
一
部

改
正
は
、
特
に
４
条
に

つ
い
て
有
効
利
用
の
た

め
現
状
で
は
認
め
ら
れ

て
い
な
い
行
政
区
の
行

事
や
町
議
会
の
イ
ベ
ン

ト
な
ど
に
も
利
用
で
き

る
考
え
が
有
る
の
か

と
思
っ
て
い
ま
す
。

町
有
バ
ス
の
利
用
状
況
は

�
総
務
部
長
／
老
朽
化
に
伴
い
今
後
検
討
し
ま
す

総
務
部
長

小
池

小
池

原町駅駐輪場

都
市
政
策
部
長

小
池
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大
規
模
事
業
計

画
の
予
定
は

①
多
々
良
川
河
川
改
修
は

② 

小
学
校
児
童
増
加
に
伴

う
増
築
計
画
は

③ 

保
育
園
の
待
機
児
童
解

消
に
向
け
て
の
計
画
は

①�

大
川
小
学
校
の
上
下
流

域
の
固
定
堰
を
転
倒
堰

に
県
事
業
と
し
て
調
査

計
画
が
あ
る
。

ごみ処理コストが高いのでは
� 町長／処理コスト・設備運営について検証

生
ご
み
・
可
燃

ご
み
を
固
形
化

燃
料（
Ｒ
Ｄ
Ｆ
）と
し
て
リ

サ
イ
ク
ル
利
用
さ
れ
て
い

る
が
、
一
部
の
新
聞
で
処

理
コ
ス
ト
が
高
い
と
報
道

さ
れ
ま
し
た
が
、
現
状
は

ど
う
な
の
か
。

①
処
理
単
価（
Ｒ
Ｄ
Ｆ
）

② 

Ｒ
Ｄ
Ｆ
引
取
単
価

③ 

コ
ス
ト
が
高
く
な
っ
た

理
由
は

④ 

今
後
の
ク
リ
ー
ン
パ
ー

ク
わ
か
す
ぎ
の
運
営
は

　
処
理
・
持
込
単
価
は

（
円
／
ト
ン
）

①
・�

計
画
時
単
価

２
万
２
千
円

　

・�

21
年
度
２
万
８
千
円

②
・
計
画
時
単
価
５
千
円

　

・
21
年
度
９
千
５
百
円

③
・�

燃
焼
灰
の
処
理
委
託

先
が
変
更
に
な
っ
た
。

　

・�

Ｒ
Ｄ
Ｆ
燃
料
生
産
減

少

　

・�

Ｒ
Ｄ
Ｆ
貯
蔵
法
律
の

規
制
強
化
で
貯
蔵
施

設
の
改
造

④
・
Ｒ
Ｄ
Ｆ
持

　
　

込
先
と
の

　
　

�

協
議
及
び
、
３
町
施

設
組
合
で
検
証
、
検

討
し
た
い
。

長　義晴 議員

都
市
政
策
部
長

都
市
政
策
部
長

教
育
委
員
会
次
長

②�

23
年
度
に
中
央
小
学
校

の
６
教
室
増
築
、
25
年

度
大
川
小
学
校
増
築
計

画
を
し
て
い
る
。

③�

中
央
保
育
所
を
25
年
４

月
民
間
委
託
で
開
園
建

替
の
計
画
を
し
て
い
る
。

今
後
の
大
規
模
事
業
計
画
の
考
え
は
!!

教
育
委
員
会
次
長
／
住
民
福
祉
部
長
／
小
学
校
増
築
を
・
中
央
保
育
所
建
替
え

○�

施
政
方
針
で
次

年
度
以
降
の
大

規
模
事
業
計
画

を
示
さ
れ
な
い

の
か
。

その他の質問

大川小下流の古屋敷堰

ごみ処理場クリーンパークわかすぎ全景

長

長

町
長

住
民
福
祉
部
長
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温
暖
化
対
策
と

し
て
国
は
、
温

室
効
果
ガ
ス
の
削
減
目
標

を
決
め
、
地
方
自
治
体
に

も
そ
の
責
務
を
法
律
で
示

し
た
。

　
公
共
施
設
で
の
取
り
組

み
を
聞
く
。

　

エ
コ
対
策
と
し
て

　

・
公
用
車
の
ハ
イ
ブ
リ

　
　

ッ
ド
車
両
の
導
入

　

・
庁
舎
内
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電

　
　

気
設
備
化

　

・
節
電
、
節
水

　

職
員
の
エ
コ
意
識
の
向

上
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

来
年
度
か
ら
ま
ず
は
庁

舎
内
の
調
査
を
行
い
、
実

行
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

　

次
の
段
階
で
町
全
体
の

推
進
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

温
暖
化
対
策
、
町
の
取
り
組
み
は

�

町
長
／
実
行
計
画
を
作
り
、
推
進
し
ま
す

ごみの削減に事業者用ごみ袋を
� 町長／今後つくる方向で考えて行きます

食
品
関
連
事
業

者
の
出
す
生
ご

み
は
、
重
く
て
し
か
も
Ｒ

Ｄ
Ｆ
で
の
燃
料
棒
化
に
は
、

カ
ロ
リ
ー
が
低
く
適
し
て

い
な
い
。

　
Ｒ
Ｄ
Ｆ
施
設
の
経
費
負

担
は
、
５
カ
町
の

２
０
％
均
等
割
り

と
、
残
り
８
０
％

を
持
ち
こ
ま
れ
た

ご
み
の
重
さ
で
応

分
の
負
担
を
税
金

で
賄
っ
て
い
る
。

　
一
般
家
庭
ご
み

と
一
緒
に
出
さ
れ

る
生
ご
み
は
、
同

じ
ご
み
袋
を
使
い
、

同
じ
料
金
で
処
理

さ
れ
て
い
る
。

山
𦚰

山
𦚰

　
事
業
者
用
の
ご
み
袋
が

な
い
町
は
、
粕
屋
町
と
須

惠
町
だ
け
だ
。

　
事
業
者
用
の
ご
み
袋
を
。

調
査
中
で
検
討

中
で
す
。

　

つ
い
に
篠
栗
町
も
始
め

た
か
と
の
思
い
で
す
。

　

検
討
し
た
結
果
で
進
め

ま
す
。

　

事
業
者
用
の
ご
み
袋
を

作
る
方
向
で
考
え
ま
す
。

都
市
政
策
部
長

都
市
政
策
部
長

山𦚰　秀隆 議員

町
長

町
長
京
都
議
定
書
の

問
題
は
、
本
当

に
大
変
な
問
題
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

　

地
方
公
共
団
体
が
粛
々

と
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
も
の
と
思
い
ま
す
。

LED照明を利用した総合窓口

一般家庭用ごみ袋
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都
市
計
画

道
路
土
井

宇
美
線
及
び
南
里
新
大
間

線
の
進
捗
状
況
と
今
後
の

見
通
し
に
つ
い
て
お
尋
ね

し
ま
す
。

　

財
政
上
、
町
単
独
事
業

で
は
厳
し
い
状
況
で
あ
り

ま
す
の
で
、
今
後
と
も
補

助
事
業
と
し
て
国
、
県
へ

要
望
活
動
を
継
続
し
て
ま

い
り
ま
す
。

都
市
計
画
道
路
の
進
捗
状
況
は

�

都
市
政
策
部
長
／
国
・
県
へ
要
望
活
動
を
継
続

駕与丁公園の野良猫対策は
�都市政策部長／減少させる対策を考えていきます

わ
が
町
に

は
県
下
で

も
有
名
な
駕
与
丁
公
園
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
貴
重
な

公
園
に
い
つ
の
頃
か
ら
か

野
良
猫
が
50
か
ら
60
匹
住

み
着
き
餌
や
り
な
ど
を
め

ぐ
り
公
園
利
用
者
の
間
で

ト
ラ
ブ
ル
が
耐
え
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起

き
ぬ
よ
う「
野
良
猫
対
策

に
関
す
る
条
例
」を
制
定

す
る
考
え
は
あ
り
か
お
尋

ね
し
ま
す
。

安
河
内

安
河
内

安河内　利明 議員

　

広
報
活
動
や
園
内
に
看

板
を
設
置
す
る
な
ど
啓
発

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、「
野
良
猫
適

正
管
理
の
在
り
方
」に
つ

い
て
住
民
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
、
町
三
者
の
協
働

で
野
良
猫
を
出
さ
な
い
、

野
良
猫
に
起
因
す
る
ト
ラ

ブ
ル
を
減
少
さ
せ
る
対
策

を
考
え
て
い
き
ま
す
。

都
市
政
策
部
長

都
市
政
策
部
長

駕与丁公園の猫

土井宇美線(酒殿地区)
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こんなに赤ちゃん生まれてまーす!
粕屋町人口動態

年度
1985年3月
1990年3月
1995年3月
2000年3月
2005年3月
2006年3月
2007年3月

写真公募します

議会広報一同

発行：粕屋町議会　〒811-2392　福岡県糟屋郡粕屋町駕与丁1-1-1
TEL092-938-0161　FAX092-938-3150

2008年3月

久  我　純  治

2009年3月

世帯数
8,570
9,442
10,995
13,022
14,965
15,450
15,903
16,388
16,898

28,789
29,734
32,184
35,250
38,539
39,140
40,134
41,050
42,267

456
357
402
549
600
596
728
691
734

2,262
2,348
3,057
2,897
3,071
3,289
3,454
3,631
3,693

2,292
2,124
2,300
2,609
2,799
2,987
2,997
3,183
2,985

総人口 出生 転入 転出

編集後記

　平成22年 冬至 世の中は年の瀬であわただしく動いてい
ます。
　明日から米一粒ずつ昼間が長くなり明るくなりますが、来
年は一粒ずつでもいい、明るい話題、また明るい世の中に
なって欲しいものです。
　自分自身の人生計画は反対に短くなり、時間がありませ
ん。
　昔、恩師から捨て石とか縁の下の力持ちとかよく聞かされ
た事です。しかし、この年になっては、
防波堤本体を作らなければならず一
日一日、畑を耕しています。
　若い人にもっともっと粕屋町を愛
し、関心をもってほしい、また関わって
ほしいものです。

　平成23年の３月議会だよ
りの表紙の写真を公募してい
ます。
　テーマは四季の子供の写
真で春の写真です。３月末ま
でに、住所・氏名を明記のう
え、粕屋町議会事務局宛、写
真を同封してお送り下さい。
　詳しいことは、議会事務局
宛にお電話下さい。お待ちし
ています。（宛先は本頁末尾）

発
行
責
任
者

議

　
　長

　
　進
藤

　啓
一

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員

副
委
員
長

　
　久
我

　純
治

編
集
委
員
長

　
　本
田

　芳
枝

委

　
　員

　
　田
川

　正
治

委

　
　員

　
　長

　
　義
晴

委

　
　員

　
　福
永

　善
之

委

　
　員

　
　小
池

　弘
基

次
回
の
3
月
議
会
は

3
月
4
日（
金
）開
会
予
定

3
月
7
日（
月
）

一
般
質
問
予
定

見 聞 話
る く す
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